
公益社団法人日本精神保健福祉士協会

精神科医療機関における精神保健福祉士の訪問業務に係る調査結果
【調査概要】

調査内容：2015年3月の1月間における精神保健福祉士による訪問業務

調査方法：サンプル調査（医療機関〔主に東京都、大阪府〕に所属し精神科デイ・ケア等を除いて外来患者に対する支援業務を行っている精神保健福祉士で調査協力が得られた者。精神科診療所16か所、精神科病院5カ所）
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【結果概要】 

１．訪問先では患家が80.4%を占める。患家以外の訪問で精神科訪問看護・指導料を算定しているのは25%であり、36.3%はケア会議・カンファレンスの出席である。 

２．主な支援内容は件数の多い順から、①心理的・社会的サポート（33.1%）、②生活上の問題（衣食住）（14.4%）、③受診･受療援助、医療的支援（14.1%）、④社会復帰・社会参加 

  支援（9.9%）、④アセスメント（7.7%）、⑤生活上の問題（経済的問題）（7.1%）、⑥家族調整（5.1%）であった。 

３．訪問支援による患者の変化・効果は多い順から、①信頼関係の構築（17.6%）、②生活上の問題（衣食住）（11.6%）、③疾病理解・対処能力の向上（8.7%）、④社会生活技能の 

  向上（6.9%）、⑤症状の改善（6.2%）、⑥家族関係改善・家族負担の軽減（6.1%）、⑦主体性の向上（5.7%）、⑧生活上の問題（経済的問題）（5.3%）であった。 



自宅(本人), 79.3  

自宅(家族のみ), 

0.5  

市役所, 4.0  
保健所, 0.1  

相談支援事

業所, 1.4  

障害福祉サービ

ス事業所, 4.9  

ハローワーク, 

1.2  

職場, 0.2  
学校, 0.2  

その他, 8.1  

訪問先別割合 

受診･受療援助 

医療的支援, 

14.1  

アセスメント, 7.7  

心理的・社会的

サポート, 33.1  
危機介入, 2.0  

生活上の問題

（経済的問題）, 

7.1  

生活上の問

題（衣食住）, 

14.4  

家族調整, 5.1  

就労支援, 3.2  

社会復帰・社会

参加支援, 9.9  

ケア会議・カン

ファレンス, 3.5  

業務分類別割合 

入院回避, 
2.2  

症状の改善, 6.2  

受診･受療援助

（外来・入院）, 5.0  

社会資源（フォー

マル）の活用, 6.1  

社会資源（イン

フォーマル）の

活用, 2.2  

生活上の問題解

決（経済的問題）, 
5.3  

生活上の問題解

決（衣食住）, 11.6  

家族関係改善・家

族負担の軽減, 6.1  

疾病理解・

対処能力

の向上, 8.7  

社会生活技能

の向上, 6.9  

虐待回避, 0.6  

信頼関係の構築, 
17.6  

主体性の向上, 5.7  

ニーズの明確化, 
5.1  

ストレングスの発

見, 3.9  

就労準備度の向

上, 2.1  

就労定着, 0.7  

連携体

制の構

築, 4.0  

変化・効果 


